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ウオークラリーのスタート地点で出発を待つ参加者たち。さわやかな笑顔が印象的。

5月1日現在の人口
●嘉手納町商店街の近代化をめざして

●いつまでもあふれる縁と野の鳥を

●歯みがさ相談がかわります

●お知らせ

●水難事故防止ポスター・標語入選作品決まる

●国民年金だより

●第7回全国一斉ウオークラリー

世帯　数 �一男　　r・ �女　　f �計 

東　　区 �733 �1．350 �1，293 �2．643 

上　　区 �423 �734 �769 �1，503 

中　　区 �389 �661 �648 �1，309 

北　　区 �638 �981 �1，085 �2．066 

南　　区 �556 �803 �863 �1，666 

西　　区 �589 �966 �1，031 �1，997 

西沢区 �755 �1，499 �1．瀾l �2，980 

′ト　　計 �4．083 �6，994 �7．170 �14．164 

標語：みんなで広げよう　ボランティアの錆

保健集団検診日程表

日 �曜日 �内　　　容 �時　間 �場　所 �該当者 

●： �月 �安　産　学　級（3） �午後1：30 －4：00 �福　祉 センター �妊産婦 

●　－ �火 �中区集団検診 �午前9：30 �中区自治会 �中区区民 
結　果　説　明 �－　3：30 �事務所 

％ �木 �裸　体　故　事 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

● �月 �安　佐　■半　紙（4） �午後1：30 －4：00 �福　祉 センター �妊慮如 

‰ �木 �操　体　放　電 �′「前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　比 

●　－ �金 �1歳6ヵ月児健診 �午後l：00 �福　　祉 �喝眠昨 
～l：45 �センター � 

％ �木 �母‾r・推進il定例会 �午後2：00 －4：00 �町役場 �母　子・ 保健推進fi 

操　体　教　室 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �令 �上区、中匡 �午後1：00 �中匡自治会 �上区区民 如人ガン検診 �－　3：00 �‾テIi務戸斤 �中区区民 

％ �木 �操　体　教　宅 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �食 �リ　ハ　ビリ　教室 �‘ト後1：30 －3：30 �福　祉 センター �町　　比 

「You・遊・比謝川」日時決定′

嘉手納の夏の凰物詩「You・遊・比謝川」

とき／7月14日・15日　　会場／屋良城跡公園
今回はいままでの思いっきり水遊びをさらに充実させるとともに、

比乱川の再生に向けシンポジウムを開催します。加えて東京より

井浦探泉さんを招いて、江戸友禅流しを行います。

江戸友禅は、江戸時代中期に別宅されたもので、和服地の娃物と

して発達した日本の誇る伝統工芸の一つです。井浦さんは、これま

で隅m川での江戸友禅流しを復活させるとともに、パリのセーヌ川

での友禅流しでも脚光を浴びた方です。今回比謝川で江戸友禅流し

が実施されることは、実に画期的なことです。

回を重ねるごとに内容が充実、楽しさいっぱいの手づくりイベン

ト「You・遊・比謝川」．′　いよいよあと一・月とせまってきました。

はくいわたしも、あなたも、「You・逝・比乱川」で思いっきり水遊

びを満唆しませんか．グ　協代金を募ってます。
「You・遊・此謝川」

行事日程
7月10日炊）～15日（日）

7月日日仕）

14時～12時15分

14時30分～17時30分

17時30分～18時

18時～20時

14時15分～18時

14時15分～18時

14時15分～18時

14時15分′－18時

実行委il仝　℡6－0998まで。

比謝川展示会　右手的町中央公民館2断

江戸友禅展示会　　　　　〝

テープカット

シンポジウム

江戸友押流し

比蔀川の夕べ

比謝川写隼人会

子供広場・ロープウェイ・急流下り

ふれあい動物広域・ペンギン村

手作りおもちゃ・その他

遊覧船

テナント

7月15日（日）

10時～12時　　　　　比謝川ウオークラリー

12時～13時　　　　　比謝Jllぜっきょう入会

13時～14時　　　　　対f；！綱引き

14時～15時　　　　　比．削りショーー

15時～18時　　　　　イカダ賊や

日時～12時　　　　　無公‘．1汀ケン作リ

10時～18時　　　　／牒≒広場・ロープウェイ・急流下り

ふれあい動物広場・へンギン村

F作りおもちゃ・その他

10時～18時　　　　　遊覧船

10時～18時　　　　　テナント

主　催

「You・遊・比謝川」実行委il仝

冥行黍的会構成用作、

嘉手納町商1会青年部、お手納町連合骨年会、嘉手納町農協青年部

お手納pr職il労削組合、比慮りIlの仝（仮称）

後　攫

中部広域l仰町村闇事務組合、嘉手納町役場、嘉手納町散布委上i金

線手納町議念、話手納町l軋1二台、嘉手納町農業協l醜組合
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四
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膵
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二
十
方
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。
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十
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嘉
手
納
町
商
店
街
の

近
代
化
を
め
ざ
し
て

嘉
手
納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
具
合
が
答
申

〉
」
　
　
　
　
平
成
元
年
十
一
月
に
発
足
し
た
義
手

納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
委
員
会
　
（
委

員
長
・
富
里
書
信
商
工
全
長
）
　
は
、
こ

の
程
嘉
手
納
町
商
店
街
再
開
発
計
画
事

業
報
告
譜
を
作
成
、
五
月
九
日
午
後
、

吉
浜
朝
永
町
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

番
手
納
町
の
商
某
は
、
近
年
の
商
某

集
積
か
ら
す
る
と
、
規
模
、
質
と
も
に

せ
い
弱
で
商
業
環
境
の
基
盤
整
備
の
遅

れ
は
い
な
め
な
い
。
特
に
沖
縄
市
に
お

け
る
商
店
街
近
代
化
に
よ
る
本
町
か
ら

の
琳
客
の
流
出
、
あ
る
い
は
北
谷
町
に

お
け
る
大
型
店
の
進
出
等
、
本
町
の
商

業
環
場
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ

る。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
裏
手
納
町

商
店
街
再
開
発
審
議
会
が
発
足
し
、
そ

の
事
業
と
し
て
本
調
査
事
塞
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

本
町
商
店
街
の
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

そ
の
上
に
立
っ
て
商
肪
街
の
近
代
化
の

方
向
、
展
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
新

嘉
手
納
町
総
合
計
画
の
中
で
、
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
　
ー
　
プ
ラ
ザ
タ
ウ
ン
の
形

成
1
が
目
標
設
定
さ
れ
て
い
る
。
詔

手
納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
会
の
答
申

を
受
け
て
今
後
は
、
協
議
会
　
（
仮
称
）
、

地
域
、
行
政
が
議
論
を
つ
く
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
の
足
掛
り

に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

今
月
号
で
は
、
本
調
査
事
業
報
告
書

の
内
容
を
紹
介
す
る
な
か
か
ら
、
商
店

街
の
近
代
化
ひ
い
て
は
話
手
納
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

報
告
書
に
よ
る
と
、

⑳
現
状
と
課
題
は
、

広
大
な
基
地
と
狭
小
な
町
域
　
（
町
域

の
八
十
五
％
が
基
地
、
人
口
密
度
七
〇

〇
〇
／
k
d
）
に
あ
っ
て
本
町
の
現
状
は
、

若
年
層
の
町
外
流
出
、
高
齢
化
、
人
目

の
微
減
な
ど
町
全
体
の
活
力
衰
退
の
要

図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
も
、
現
代
社
会
に
お
い
て
多
様

化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
活
力
あ
る
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
、
基
地
の
跡
利
用

（
計
画
）
を
含
め
既
成
市
街
地
の
再
開
発

等
、
長
期
的
視
野
と
展
望
に
立
っ
た
政

策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

⑳
経
営
実
態
調
査
の
結
果
は
、

本
町
商
業
は
比
較
的
近
年
開
業
し
た

事
業
所
が
多
い
。
（
町
全
体
の
小
売
業

は
昭
和
六
十
三
年
で
二
百
八
十
三
で
あ

り
、
昭
和
五
十
四
年
の
二
百
九
十
に
比
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将来意向 
（今後の経営方針） 

将来の事業の経営方針は「店舗の改装」（29．40㌔0）、「品揃えを絞る」（10．1 

％）「品揃えを豊富にする」（25．2％）など机極的な姿勢が見られる‾軒業所もかな 

り見られるものの、反面「現状のまま」（37．8％）「廃業」（13．20。）、「転業」 

（3．8％）、「移転」（4．6％）もかなりある。地区別では「国道通り」、「ロータり 

一内」、「水釜通り」に琉極的な経常方針の事業所が多い。 

地域別経営方針 00 

80 70 � ��巧ヨ事店払化 【ヨチェーン加 盟 Eヨ店川の改装 EIロ品用人を忙 � 

60 � 

50 � ��　る ⊂コ晶檎えを霊 　暮 

4D 30 ZO lU 0 �．≡蔽東証嘉■＝二二二甜＝諌蔽■ ��四現状の1王 【＝コ■少 国債t tl■k■ ⊂コI事l云 田寺の他 ∈！l不明 

仰 

＿淵肛Ⅷ胴「朋∬Ⅷ貼－1　　　愉■－’■■’i’【‾■馴冊l．l � 

通　　　局　　　館　　　通　　　周　　　み　　ク　　　リ　　　通 

り　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　l 
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国民年金だより

沖縄特別措置（届けで措けで年金額が増え、保険料引抑朗はさらに年金額が舶まも）
※「あなたは手続はもうお済みですか？」手続期間（昭和62年1月1日～平成4年3月31日）

沖縄の同氏年金は、本土より9年遅れてスタートしたため、沖縄に住んでいた人が、老齢基礎年金を受けるう
えで、不利益が生じたり、無年金者にならか、ようにしたのが沖縄特別捕置です。

【対　　象　　者】

大正15年4月2日から昭和25年4月1日までに生まれた人

昭和36年4月から昭和45年3月の間に沖鴇に住んでいた人

この2つの条件に該、当し、現在、呼′I三年食、共済組合や国民

年令に加入している人を含めたすべての人が対組となります。

【対　象　期　間】

昭和36年4月1日から昭和45年3月31日（20才未満の期間

は除かれます）までの問に沖縄に住所を有していた期間が対

象となります。ただし、他の年金の加入期間や、御帰特別措

置問で免除とみなされた期間は除かれます。また、老齢年余

や退職年金を受給している人も除かれます。

【手　　続　　き】
r沖縄特別措罷対象者該当申出一飢　により市町村役場（所）の

l一畑民年金係へ手続さします。

つ添　付　方　頸

（訪相貌期Ilりの止叩苦（住民票またはJi拓の相葉等）

②対組期川内に公的年令の加入期間があるときは、「年令加入期
間碓止通知吾」等の方無

㊥中食fl鎚
0印鑑も侍春してFさい。

【保　　険　　料】

月t12，400円

【納　付　期　間】

保険料の納付できる期限は、平成4年3月までです。

（その間に65才に透する人は、その前日までが追納できる期限です。）

【これまで年金を受給できなかった人が
受給できるようになります。】

【年　　金　　額】

○下の表のように抑ナ川るだけでも「免除期間分」の年金輔

か増えます。

○保険料を納めるとさらに「追納期間分」の年金轍が増え、

納めた楯の11－18倍になって戻ってきます。

例：大正15年4月2日生れの人で沖縄特別措置対象 

期間が9年ある場合。 

◎届出だけの場合 

年金額の増加分…・…‥79．900llJ 

◎保険料を納めた場合 

年金職の増加分……・239，800円 

◎一生で余分に一受ける年金額 

239，800円×20年＝479万円 

（20年は、65才から85才までの年金を′受けた棚倉です） 

◎納める保険料総額 

2．400×12月×9年＝259．200円 

国立福岡視力障害センター入所者募集について
（募集期間9月末日）

病気や事故等で視覚に時評を受けますと家庭隼活や社会生

活に、様々な制約を受け、自立僅か角かされて壕きる自信を

失いがちになります。しかし、この障憲による困難もリハビ

リテーション訓練により、軽減・克服することが可能となり

ます。

国立福岡視力センターでは中途視覚障害者を対象とした訓

練施設で、職業訓練のほか勺三活訓練課程もあります。

某詳しくは厚生課6－1111（内線321）まで連絡下さい。
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1　対　象　者

（共通侭項）

①身体膵智者手帳の交付を受けている滴15歳以上のガ

②沖縄肋こ居住する方

③視覚障害以外に苦しい身体の障害、精神障害、感染性疾患のない方

（1部5年課程）

①学校教育法に定める中学校を牛糞したもの

②同等以上の学力があると認められるもの

（2部3年課程）

①学校教育法に定める高等学校を早発したもの

②同等以上の学力かあると認められるもの

（1部5年課程3年編入）
・あん摩マッサージ指圧の課程を修了したもの

ベ
て
減
少
率
二
卜
L
・
四
％
）
。

こ
の
こ
と
は
、
本
町
商
業
の
立
地
に

つ
い
て
魅
力
を
感
ず
る
人
が
い
る
と
想

わ
れ
る
反
面
、
経
営
基
盤
が
確
立
し
て

い
な
い
弔
業
所
も
多
く
、
商
業
清
動
が

活
性
化
し
に
く
い
安
閑
で
も
あ
る
。

本
町
商
業
規
模
は
小
さ
い
　
（
従
業
者

規
模
二
人
以
下
が
全
体
の
L
l
．
二
一
％

に
も
な
る
）
。
ま
た
、
経
営
者
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
将
来
の
展
望
も
暗
い
と

考
え
て
い
る
事
業
所
も
多
い
。
こ
の
こ

と
が
他
市
町
村
に
商
業
発
展
の
如
き
が

あ
る
の
に
対
し
、
本
町
商
業
が
沈
滞
化

し
て
い
る
原
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
本
町
商
業

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

商
業
の
売
卜
高
は
低
い
。
売
上
の
減

少
は
客
数
の
減
少
が
‖
購
入
の
要
因
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
商
圏
内
の
構
n
力
を
吸

引
す
る
た
め
の
魅
力
あ
る
核
の
形
成
、

駅
車
甥
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

事
業
所
の
L
地
所
有
状
況
は
、
自
己

所
有
が
少
な
く
、
借
地
、
借
家
が
多
い
。

経
営
者
の
年
齢
は
高
い
。
し
か
も
、

自
分
の
代
限
り
で
事
業
を
や
め
る
と
い

う
経
営
名
も
多
い
。

㊥
市
街
地
整
備
の
方
針
は
、

本
町
の
商
業
は
、
以
前
は
周
辺
地
城

の
小
心
で
あ
っ
た
が
、
今
は
北
日
の
面
影

を
有
し
て
い
な
い
。

商
業
の
活
性
化
は
、
単
に
産
業
振
興

の
面
か
ら
の
み
考
え
る
べ
き
で
な
く
、

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
も

な
り
、
新
し
い
催
業
別
造
へ
の
吋
能
性

を
醸
成
す
る
拠
点
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
町
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
を
含
め

た
中
心
地
と
し
て
都
市
的
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
も
の
に
再
創
造
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
本
町
の
都
市
環
境
蛎

偏
の
手
掛
り
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る。①
町
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
形
呟

町
民
の
求
心
作
を
高
め
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
創
造
す
る
た
め
に
ロ
ー
タ

リ
ー
周
辺
の
高
層
化
を
阿
る
。

②
商
業
地
の
再
整
備

椰
市
機
能
を
よ
り
魅
力
的
に
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
拠
点
間
発
と
し

て
再
開
発
弔
業
を
行
い
、
同
時
に
線

的
な
商
店
街
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

商
業
機
能
の
強
化
と
郡
市
景
観
の
整

備
を
行
う
。

③
産
業
接
の
形
成

雨
間
発
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

る
娃
物
の
中
に
業
務
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
車
業
所
の
誘
致
を
由
り
、
本
町
の

新
し
い
産
業
振
興
の
核
を
つ
く
る
手

掛
り
と
す
る
。

④
交
通
体
系
の
確
立

中
心
市
街
を
支
え
る
道
路
網
体
系

の
整
備
を
行
い
中
心
商
混
在
地
区
の

巾
に
駐
中
場
の
確
保
・
歩
行
者
空
廟

の
整
備
を
行
う
。

㊥
本
町
商
業
の
貼
本
コ
ン
セ
フ
ト
は
、

①
イ
ノ
ー
ジ
テ
ー
マ
を
持
つ
街
に

②
感
性
を
利
敵
す
る
街
の
装
置
を
持
つ

ー
豊
か
な
緑
や
水
の
流
れ
は
自
然
を

感
じ
さ
せ
、
人
の
心
を
落
ち
着
か

せ
、
通
り
を
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
や

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
輝
き
は
人
の
活

動
力
を
高
揚
さ
せ
る
1

む
つ
み
通
り
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③
家
族
ぐ
る
み
で
歩
け
る
楽
し
い
街

④
歴
史
・
文
化
の
香
り
h
‥
回
い
街

⑤
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
街

1
街
を
歩
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
散
在
し
て
い
る
。
そ
ん
な
店

舗
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
時
代
の
流

れ
を
美
感
で
き
る
－

こ
れ
ら
の
機
能
を
も
っ
た
街
が
「
隼

活
の
か
た
ち
が
見
つ
け
ら
れ
る
街
」
　
で

ある。健
れ
た
機
能
性
と
モ
ダ
ン
な
雰
囲
ハ
机

を
兼
ね
備
え
、
都
市
か
ら
の
文
化
、
沖

縄
の
文
化
が
批
ハ
に
存
在
し
、
消
脅
者
が

想
い
楽
し
む
た
め
の
面
目
さ
、
明
る
さ
、

や
す
・
り
ぎ
が
あ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
、

新
し
い
生
活
の
カ
タ
チ
を
堤
案
し
、
「
モ

ノ
」
と
「
文
化
」
を
売
る
街
－
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ブ
タ
ウ
ン
を
め
ざ
す
。

八
・
は
消
智
者
が
「
街
を
選
ぶ
時
代
」

で
あ
る
。
そ
の
街
が
快
適
で
出
合
い
の

期
待
が
あ
り
、
し
か
も
い
ろ
い
ろ
な
帰

郷
が
魅
力
的
に
ま
じ
り
あ
っ
て
い
な
け

れ
ば
消
智
者
は
そ
の
街
に
愛
を
感
じ
て

く
れ
な
い
。

と
堤
．
．
貢
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
は
、
商
業
署

協
議
会
、
地
域
、
．
行
政
が
允
分
な
議
論

を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来

へ
の
希
望
と
期
待
を
い
だ
か
せ
る
商
店

街
の
近
代
化
－
－
・
そ
れ
が
、
話
手
納
町

の
将
来
像
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
∴
う
ま
で
も
な
い
。
町
の
将
来
像

ロ
ー
タ
リ
ー
内

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
今
後
の
嘉
手

納
町
か
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
町
民
．
人

．
人
が
今
…
度
考
え
な
i
て
は
な
ら
な

い
時
期
に
水
て
い
る
と
・
‥
え
よ
う
。

冤

砕

水
難
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー

と
棟
持
入
選
作
品
決
ま
る

嘉
手
納
腎
察
署
　
へ
上
里
清
福
署
長
）

管
内
の
小
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
水

難
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
番
査

全
が
九
月
九
日
牛
後
、
同
署
一
■
階
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
百
六
卜

正
古
仙
、
標
語
の
部
に
五
百
九
卜
九
点
の

応
募
が
あ
り
、
両
部
門
と
も
上
位
二
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

六
月
か
ら
八
月
は
水
の
事
故
が
多
発

大
人
が
範
を
示
し
て
犠
牲
者
を
減
ら
そ
う

水
の
事
故
は
、
毎
年
六
日
か
ら
八
月

に
、
海
や
川
で
集
中
し
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
昨
年
、
こ
の
一
二
か
月
に
起
き
た

水
の
事
故
は
千
三
百
二
十
ヒ
件
で
、
年

間
総
数
　
（
∴
千
五
百
九
十
四
作
）
　
の
半

分
以
上
を
パ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

の
犠
牲
者
も
多
く
、
ヒ
打
三
十
九
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

一
向
に
減
ら
な
い

水
の
事
故

昨
年
の
夏
、
海
や
川
へ
出
か
け
た
人

は
、
例
牛
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
す
か
、

水
の
事
故
は
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
う
し
た
水
の
蛸
牲
者
を
な
く
し

て
い
く
た
め
、
ま
ず
、
な
に
を
し
て
い

て
事
故
に
遭
っ
た
の
か
を
み
て
み
ま
し

ょ
・
つ
0

も
っ
と
も
多
い

水
泳
中
の
犠
牲
者

水
の
鳩
佳
苗
が
、
も
っ
と
も
多
い
の

は
、
や
は
り
「
水
泳
中
」
で
二
打
∴
十

六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、
「
魚

と
り
・
釣
り
」
「
水
遊
び
」
　
の
岨
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
全
体
を
適
し
た

も
の
で
す
が
、
中
学
生
以
下
の
十
供
の

場
合
に
は
、
少
し
違
っ
た
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
も
っ
と
も
多
い
の
か
　
「
水
遊

び
」
　
で
す
。
つ
い
で
　
「
水
泳
申
し
「
魚
と

り
・
釣
り
」
　
の
俄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

疲
れ
た
休
で

泳
ガ
な
い

水
泳
中
の
解
放
が
多
い
原
関
と
し
て

は
、
「
無
謀
遊
泳
」
　
が
挙
け
ら
れ
ま
す
1

こ
れ
は
、
朝
早
く
か
ら
車
を
運
転
し
て
、

峻
れ
て
い
る
体
で
そ
の
ま
ま
泳
い
だ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
ま
ま
泳
ぎ
に
で

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
水
の
捕
牲
と
な
る
場
合
と
し

て
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
川
岸
や
海

辺
な
ど
か
ら
の
　
「
転
落
」
　
で
す
。
川
や

海
で
釣
り
な
ど
を
し
て
い
る
と
き
、
足

元
が
…
刷
れ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
う
し
な

っ
た
り
し
て
、
水
の
巾
へ
落
ち
て
し
ま

う
の
で
す
。

水
の
怖
さ
を

再
確
認
し
よ
う

で
は
、
こ
う
し
た
水
の
構
雅
語
を
な

く
す
た
め
、
わ
た
し
た
ち
大
人
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
、
自
ら
が
　
「
無
謀
遊
泳
」

な
ど
を
し
な
い
こ
と
で
、
ナ
r
供
た
ち
に

範
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

水
雉
の
発
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
庭
や

地
域
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
・
つ
。家

庭
∴
∵
校
な
ど
で
、
水
の
怖
さ

に
つ
い
て
話
し
人
目
い
、
「
供
た
け
で

の
水
遊
び
な
ど
、
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
再
確
通
し
ま
し
ょ
う
。

一
身
近
な
水
辺
を
古
…
検
し
、
危
険
な

域
所
を
見
つ
け
た
ら
、
符
幣
な
ど
に

連
結
す
る
な
ど
安
全
に
必
要
な
措
置

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

嘉
手
納
町
史
資
料
編
2

民
俗
資
料
発
刊
さ
れ
各

町
比
の
皆
様
、
お
ま
た
せ
い
た
し
ま

した。当
町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
発
刊

し
た
嘉
手
納
町
史
溌
料
緑
1
新
聞
資
料

に
続
い
て
、
話
手
納
町
史
資
料
編
2
民

俗
資
料
を
川
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
嘉
手
納
町
に

お
け
る
過
去
の
文
化
、
自
然
、
及
び
人

間
関
係
等
の
社
会
の
様
子
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
史
購
入
御
希
望
の
方
は
、
町
役
場

企
画
渉
外
課
に
て
定
価
．
二
〇
〇
0
日
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
六
月
中
に
′

0
児
童
手
当
制
度
の
趣
旨

二
の
制
度
は
、
兄
弟
を
崖
膏
し
て

い
る
ガ
に
千
、
1
「
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
豪
庭
に
お
け
る
隼
清
の
公
定

に
笥
サ
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社

会
を
糾
う
…
ル
童
の
健
全
な
再
成
及
び

資
質
の
向
卜
に
賛
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
古
人

義
務
教
再
就
…
宜
肌
　
（
満
六
歳
に
通

し
た
‖
以
後
に
お
け
る
最
初
の
二
一
月

卜
一
日
以
前
の
児
童
）
　
の
児
童
を

含
む
卜
八
歳
未
満
の
肥
前
を
ー
一
人
u

L
養
育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
一

定
の
衛
未
満
の
域
へ
日
に
支
給
き
れ
ま

す。
な
お
、
n
分
の
お
す
さ
ん
で
な
く

て
も
そ
の
児
壷
を
監
適
し
、
二
足
の

隼
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
甥

人
目
が
あ
り
ま
す
。

0
現
況
届
（
す
べ
て
の
受
給
者
）

受
給
肴
は
、
毎
年
六
月
中
に
児
童

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
現
況
屈
を
堤
川
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
届
を
提
出
し
な
い
と
、
せ

給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
以
降
の
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
目
し
て
く
だ

さい。

○
児
童
手
当
の
馳
走
惰
求

受
給
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方
　
（

公
務
‥
l
l
を
除
く
）
　
で
、
ま
だ
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

町
役
場
厚
生
課
へ
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
町
に
平
成
．
一
年
．
月
り

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
ガ
は
、
必
要

な
J
t
H
頬
と
し
て
平
成
．
几
年
中
の
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
晋
を
前
住
所
地

か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は

厚
生
課
ま
で
。

平
成
二
年
度
町
営

住
宅
あ
き
家
入
居

申
込
者
募
集

平
成
一
．
年
度
町
営
住
宅
あ
き
家
柄
売

人
居
申
込
者
を
次
の
と
お
り
幕
生
し
ま

す。①
川
地
来
日
‥
厘
良
川
地
、
水
管
用
地
、

水
驚
第
二
団
地

②
椰
　
　
別
　
第
．
柵
、
第
二
柁

③
受
　
　
付
　
巧
平
収
．
．
聖
ハ
‖
八
日
他

圭
、
平
成
．
．
隼
六
日
卜
九
日
邦

人
た
だ
し
、
L
膵
日
、
甘
削
小
、

‖
欄
日
は
除
く
）

④
受
付
場
所
　
町
役
場
詐
再
認

（
庁
舎
二
階
）

※
募
集
の
し
お
り
及
び
申
込
書
類
は
管

理
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

電
話
六
－
　
　
　
二
内
線
三
一
二

平
成
∴
年
六
月
一
日

嘉
手
納
町
長
　
吉
浜
朝
永

／
／

伽
藍
苦
熱
如
．
熟
替
篭
避
那
↓
伽
か
廿
、
ワ
葦
8
鞘
諸
声
叫
卦

こ
こ
お
等
旨
仲
村
だ
ユ
ミ
ド
遥
諦

J
R
等
S
T
ノ
、
「
撫
吋
、
一
＝
号
「
汁
料
旨
さ
漂
台
展
示
姦

貫
き
日
計
・
－
汁
と
認
浄
シ
三
へ
屋
j
田
島
＋
牢
既
童
F
芸
…

空
き
　
■
岳
と
竺
こ
茎
雪
空
空
言
義
堂
竺
蓋
罵
声
撃

委
託
良
耳
言
草
⊇
雫
≡

E
≡
吾
藁

■
一
－
重
き
監
冒
毒
草
苧
ェ
茅

・
宗
主
妄
ぎ
ー
裟
日
東

蔓
草
…
＝
S
M
十
重
－
〕
繋
N
O
焉
十
重
霊
芝
芸
岩

垂
ミ
一
望
」
［
重
に
㌣
空
音
義
仲
轟
嘉

こ
】
古
癖
も
三
下
り
茅
ぐ
へ
～
∴
　
7
号
院
ト
巾
．
鼓
等
〓
〓
無
骨

与
宗
や
悪
童
中
豊
　
（
亘
塁
函
鼓
己
覇
）

持
清
r
量
n
h
か
ー
望
羞
“
伽
添
q
表
j
は
．
－
｛
癖

E
≡
芸
」
J
S
S
三
吉
壊

5
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い
つ
ま
で
も
あ
ふ
れ
る
緑
と

野
の
鳥
を

愛
鳥
週
間
／
五
月
十
日
～
十
六
日

野
鳥
は
自
然
環
境
の
豊
か
さ
の
象
徴
　
で
あ
り
、
私
た
ち
の
隼
活
環
境
に
潤
い

と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

世
押
北
ハ
通
の
財
産
で
あ
る
こ
の
野
鳥

を
守
り
育
て
、
次
の
枇
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
っ
と
め
で
電

沖
縄
県
は
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
、
カ
ン
ム
リ
ワ
シ
な
ど
の
特

殊
鳥
類
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
鳥
類
が

生
息
し
、
地
理
的
条
件
を
反
映
し
て
渡

り
鳥
も
多
く
飛
来
し
ま
す
。

愛
鳥
週
間
に
ち
な
ん
で
、
嘉
手
納
町

で
は
、
瓦
月
十
五
日
牛
後
、
屋
良
小
学

校
上
級
生
を
対
象
と
し
た
野
鳥
講
杭
全

及
び
探
鳥
会
が
沖
縄
県
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
身
近
な
野
鳥
た
ち
と
越
し
講
演
し
た

沖
同
大
宮
城
邦
清
助
教
接
は
、
「
み
な
さ

ん
の
身
近
に
は
比
謝
川
を
中
心
に
森
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
身
近
な
自
然
に
は
、

た
く
さ
ん
の
虫
や
烏
や
動
物
が
住
ん
で

い
る
。
そ
の
身
近
な
n
禁
を
注
意
深
く

関
心
を
も
っ
て
見
て
い
く
と
、
自
然
の

す
げ
ら
し
さ
に
ハ
凡
づ
き
好
き
に
な
る
。

そ
し
て
や
さ
し
い
心
か
排
は
え
、
自
然

を
大
切
に
す
る
心
が
隼
ま
れ
る
」
　
と
r
l

禁
を
、
野
鳥
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
議
満
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
六
年
隼
全
‥
l
l
が
囲
班
に
分

か
れ
て
沖
縄
県
野
鳥
の
会
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
屋
良
城
跡
公
園
・
遊
歩
道

で
探
鳥
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
犯
邸
の
被
零
か
ら
守
ろ

う
と
昨
年
嘉
手
納
警
察
署
は
、
東
区
に

長
寿
社
会
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
を
指
定
し

た
。
こ
れ
は
、
読
谷
村
嘉
納
区
に
継
い

で
一
一
番
目
。
平
成
一
一
年
度
は
読
谷
柑
楚

辺
区
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
車
業
は
、
お
年
寄
り
の
防
犯
思

想
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
、
さ
ら
に
は
、

情
報
交
換
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
な
か

で
、
お
年
寄
り
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
か
ら

守
り
、
生
か
い
を
兄
い
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
。
昨
年
か
ら
、
来
区
老
人
ク

ラ
ブ
が
・
平
体
と
な
っ
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
防
犯
、
交
通
安
全
の
映
写
会
や
、

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
な
ど
が
行
わ
れ
て

いた。嘉
手
納
顛
砂
川
防
犯
係
長
は
「
こ
の

‥
年
間
で
、
犯
罪
や
交
通
事
故
は
報
告

さ
れ
て
お
ら
ず
、
犯
罪
防
止
に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
」
と
車
業
の
成
果
を
強
調

し
て
い
た
。

歯
み
が
さ
相
談
が
か
わ
り
ま
電

六
日
関
目
、
何
の
‖
か
ご
存
じ
で
す

カ
9
．市
児
に
奮
闘
中
の
お
仲
さ
ん
方
な
ら

す
ぐ
に
お
わ
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
す
。
⊥
ハ
四
的
チ
防
デ
ー
で

す。
嘉
手
納
町
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
、

む
し
菌
の
り
忠
率
が
高
く
．
才
h
ハ
ヵ
月

…
八
で
は
1
一
四
・
六
％
、
三
才
…
化
で
は
七

十
丘
・
．
∴
％
の
ナ
供
速
が
す
で
に
む
し

曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

む
し
栂
を
防
ぐ
に
は
、
食
車
の
内
容
、

す
え
方
、
そ
し
て
鞠
み
か
き
の
方
法
な

ど
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

嘉
手
納
町
で
は
、
む
し
曲
ナ
防
対
策

と
し
て
、
昭
和
六
卜
∴
年
度
か
ら
乳
児

を
対
象
に
歯
み
か
き
州
誠
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

菌
あ
が
き
相
談
を
受
け
た
子
供
達
は
、

受
け
な
か
っ
た
ナ
供
通
よ
り
む
し
曲
の

数
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、

縮
み
が
き
和
談
を
せ
け
て
い
る
ト
は
、

全
体
の
．
∴
卜
7
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
町
全
体
と
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
む
し
歯
の
り
忠
率
が
高
く
、
コ
ザ

保
健
所
管
内
の
七
市
町
村
の
な
か
で
は

二
番
目
に
う
腑
　
（
む
し
歯
）
準
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
歯
み
か
き
相
談
は
、
商
科
医

師
に
よ
る
最
新
の
む
し
虫
子
防
に
つ
い

て
の
講
話
、
歯
の
検
診
、
む
し
歯
抑
制

効
果
の
高
い
フ
ッ
素
塗
布
等
が
加
わ
り
、

内
容
は
よ
り
充
実
し
魅
力
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
賄
え
か
き
相
談

を
受
け
て
む
し
柵
を
予
防
し
、
お
子
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

●
歯
の
衛
生
週
間
●
　
六
月
四
日
～
十
日

歯
肉
炎
と
歯
周
炎
が

わ
た
し
た
ち
の
歯
を
奪
う

永
久
柵
は
何
本
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
。
答
え
は
二
十
八
本
　
（
親
知
ら
ず
は

除
く
）
ご
し
れ
ら
の
歯
が
、
食
べ
物
を
か

み
切
り
、
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
、
だ
液

と
混
ぜ
て
消
化
し
や
す
い
状
態
に
し
て
、

門
へ
送
り
込
む
捌
き
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
．
二
‥
黛
を
発
音
す
る
の
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
永
久
歯
も
、
一

般
的
に
み
る
と
、
だ
い
た
い
じ
十
歳
ぐ

ら
い
で
三
分
の
二
以
上
の
二
十
本
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
普
通
で
す
。

こ
う
し
た
原
岡
に
、
虫
歯
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
歯
茎
に
炎
症

が
起
き
る
「
柵
肉
灸
」
　
や
歯
槽
の
う
ろ

う
な
ど
の
　
「
曲
周
炎
」
　
が
、
歯
の
喪
失

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

で
は
、
歯
肉
炎
や
柵
周
炎
の
症
状
と

原
川
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
垢
や
歯
石
を
取
り
除
こ
う

歯
肉
炎
は
的
茎
が
赤
く
は
れ
、
歯
を

磨
い
て
い
る
と
出
血
す
る
と
い
っ
た
症

状
が
で
ま
す
。
こ
れ
は
的
茎
に
炎
症
が

生
じ
た
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
繭
と
歯

の
閥
に
食
べ
物
が
押
し
込
ま
れ
て
い
た

り
、
歯
並
び
が
想
か
っ
た
り
す
る
の
か

原
囲
で
す
。
ま
た
、
「
菌
垢
」
な
ど
を

放
置
し
た
と
き
に
で
き
る
「
細
石
」
も
、

歯
肉
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

薗
周
炎
は
、
歯
肉
炎
が
進
行
し
た
も

の
で
、
歯
茎
の
中
に
あ
る
菌
根
臆
や
歯

槽
骨
と
い
わ
れ
る
部
分
が
炎
症
を
起
こ

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
進
行

す
る
と
、
歯
と
歯
茎
の
問
に
す
き
問
が

で
き
、
腑
を
支
え
て
い
る
冊
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
は
じ

め
て
、
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
旬

原
因
は
、
歯
肉
炎
と
同
じ
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
糖

尿
病
、
h
‥
回
血
圧
な
ど
に
よ
る
影
響
が
挙

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
磨
き
と

定
期
検
診
を
習
慣
に

厚
生
省
で
は
、
「
曲
が
だ
い
じ
　
食

べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
八
十
歳
で
二
卜
本
の
栂
を
残

す
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
八
〇
∴
0
運

動
の
推
進
を
は
じ
め
、
一
生
自
分
の
曲

で
食
べ
る
こ
と
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
血
掬
や
歯
肉
炎
、
歯
周
炎
を

予
防
す
る
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み

ま
し
ょ
、
つ
。

①
毎
食
後
に
．
本
．
本
て
い
ね
い
に

歯
を
靡
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

碑
と
歯
茎
の
問
は
、
曲
堀
や
歯
石
が
つ

き
や
す
い
の
で
、
汚
れ
を
取
り
除
く
よ

う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
年
に
一
回
は
、
定
期
的
に
歯
科

検
診
や
菌
石
除
去
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
菌
堀
や
柵
石
を
除
去
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
歯
肉
炎
や
他
聞
炎
を

ナ
防
で
き
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事

を
し
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
引
き
起
こ

す
糖
屁
病
や
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
実
托
し
、
習
爪
づ

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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納
町

で
は
、
瓦
月
十
五
日
牛
後
、
屋
良
小
学

校
上
級
生
を
対
象
と
し
た
野
鳥
講
杭
全

及
び
探
鳥
会
が
沖
縄
県
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
身
近
な
野
鳥
た
ち
と
越
し
講
演
し
た

沖
同
大
宮
城
邦
清
助
教
接
は
、
「
み
な
さ

ん
の
身
近
に
は
比
謝
川
を
中
心
に
森
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
身
近
な
自
然
に
は
、

た
く
さ
ん
の
虫
や
烏
や
動
物
が
住
ん
で

い
る
。
そ
の
身
近
な
n
禁
を
注
意
深
く

関
心
を
も
っ
て
見
て
い
く
と
、
自
然
の

す
げ
ら
し
さ
に
ハ
凡
づ
き
好
き
に
な
る
。

そ
し
て
や
さ
し
い
心
か
排
は
え
、
自
然

を
大
切
に
す
る
心
が
隼
ま
れ
る
」
　
と
r
l

禁
を
、
野
鳥
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
議
満
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
六
年
隼
全
‥
l
l
が
囲
班
に
分

か
れ
て
沖
縄
県
野
鳥
の
会
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
屋
良
城
跡
公
園
・
遊
歩
道

で
探
鳥
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
犯
邸
の
被
零
か
ら
守
ろ

う
と
昨
年
嘉
手
納
警
察
署
は
、
東
区
に

長
寿
社
会
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
を
指
定
し

た
。
こ
れ
は
、
読
谷
村
嘉
納
区
に
継
い

で
一
一
番
目
。
平
成
一
一
年
度
は
読
谷
柑
楚

辺
区
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
車
業
は
、
お
年
寄
り
の
防
犯
思

想
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
、
さ
ら
に
は
、

情
報
交
換
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
な
か

で
、
お
年
寄
り
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
か
ら

守
り
、
生
か
い
を
兄
い
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
。
昨
年
か
ら
、
来
区
老
人
ク

ラ
ブ
が
・
平
体
と
な
っ
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
防
犯
、
交
通
安
全
の
映
写
会
や
、

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
な
ど
が
行
わ
れ
て

いた。嘉
手
納
顛
砂
川
防
犯
係
長
は
「
こ
の

‥
年
間
で
、
犯
罪
や
交
通
事
故
は
報
告

さ
れ
て
お
ら
ず
、
犯
罪
防
止
に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
」
と
車
業
の
成
果
を
強
調

し
て
い
た
。

歯
み
が
さ
相
談
が
か
わ
り
ま
電

六
日
関
目
、
何
の
‖
か
ご
存
じ
で
す

カ
9
．市
児
に
奮
闘
中
の
お
仲
さ
ん
方
な
ら

す
ぐ
に
お
わ
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
す
。
⊥
ハ
四
的
チ
防
デ
ー
で

す。
嘉
手
納
町
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
、

む
し
菌
の
り
忠
率
が
高
く
．
才
h
ハ
ヵ
月

…
八
で
は
1
一
四
・
六
％
、
三
才
…
化
で
は
七

十
丘
・
．
∴
％
の
ナ
供
速
が
す
で
に
む
し

曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

む
し
栂
を
防
ぐ
に
は
、
食
車
の
内
容
、

す
え
方
、
そ
し
て
鞠
み
か
き
の
方
法
な

ど
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

嘉
手
納
町
で
は
、
む
し
曲
ナ
防
対
策

と
し
て
、
昭
和
六
卜
∴
年
度
か
ら
乳
児

を
対
象
に
歯
み
か
き
州
誠
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

菌
あ
が
き
相
談
を
受
け
た
子
供
達
は
、

受
け
な
か
っ
た
ナ
供
通
よ
り
む
し
曲
の

数
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、

縮
み
が
き
和
談
を
せ
け
て
い
る
ト
は
、

全
体
の
．
∴
卜
7
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
町
全
体
と
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
む
し
歯
の
り
忠
率
が
高
く
、
コ
ザ

保
健
所
管
内
の
七
市
町
村
の
な
か
で
は

二
番
目
に
う
腑
　
（
む
し
歯
）
準
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
歯
み
か
き
相
談
は
、
商
科
医

師
に
よ
る
最
新
の
む
し
虫
子
防
に
つ
い

て
の
講
話
、
歯
の
検
診
、
む
し
歯
抑
制

効
果
の
高
い
フ
ッ
素
塗
布
等
が
加
わ
り
、

内
容
は
よ
り
充
実
し
魅
力
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
賄
え
か
き
相
談

を
受
け
て
む
し
柵
を
予
防
し
、
お
子
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

●
歯
の
衛
生
週
間
●
　
六
月
四
日
～
十
日

歯
肉
炎
と
歯
周
炎
が

わ
た
し
た
ち
の
歯
を
奪
う

永
久
柵
は
何
本
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
。
答
え
は
二
十
八
本
　
（
親
知
ら
ず
は

除
く
）
ご
し
れ
ら
の
歯
が
、
食
べ
物
を
か

み
切
り
、
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
、
だ
液

と
混
ぜ
て
消
化
し
や
す
い
状
態
に
し
て
、

門
へ
送
り
込
む
捌
き
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
．
二
‥
黛
を
発
音
す
る
の
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
永
久
歯
も
、
一

般
的
に
み
る
と
、
だ
い
た
い
じ
十
歳
ぐ

ら
い
で
三
分
の
二
以
上
の
二
十
本
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
普
通
で
す
。

こ
う
し
た
原
岡
に
、
虫
歯
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
歯
茎
に
炎
症

が
起
き
る
「
柵
肉
灸
」
　
や
歯
槽
の
う
ろ

う
な
ど
の
　
「
曲
周
炎
」
　
が
、
歯
の
喪
失

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

で
は
、
歯
肉
炎
や
柵
周
炎
の
症
状
と

原
川
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
垢
や
歯
石
を
取
り
除
こ
う

歯
肉
炎
は
的
茎
が
赤
く
は
れ
、
歯
を

磨
い
て
い
る
と
出
血
す
る
と
い
っ
た
症

状
が
で
ま
す
。
こ
れ
は
的
茎
に
炎
症
が

生
じ
た
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
繭
と
歯

の
閥
に
食
べ
物
が
押
し
込
ま
れ
て
い
た

り
、
歯
並
び
が
想
か
っ
た
り
す
る
の
か

原
囲
で
す
。
ま
た
、
「
菌
垢
」
な
ど
を

放
置
し
た
と
き
に
で
き
る
「
細
石
」
も
、

歯
肉
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

薗
周
炎
は
、
歯
肉
炎
が
進
行
し
た
も

の
で
、
歯
茎
の
中
に
あ
る
菌
根
臆
や
歯

槽
骨
と
い
わ
れ
る
部
分
が
炎
症
を
起
こ

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
進
行

す
る
と
、
歯
と
歯
茎
の
問
に
す
き
問
が

で
き
、
腑
を
支
え
て
い
る
冊
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
は
じ

め
て
、
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
旬

原
因
は
、
歯
肉
炎
と
同
じ
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
糖

尿
病
、
h
‥
回
血
圧
な
ど
に
よ
る
影
響
が
挙

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
磨
き
と

定
期
検
診
を
習
慣
に

厚
生
省
で
は
、
「
曲
が
だ
い
じ
　
食

べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
八
十
歳
で
二
卜
本
の
栂
を
残

す
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
八
〇
∴
0
運

動
の
推
進
を
は
じ
め
、
一
生
自
分
の
曲

で
食
べ
る
こ
と
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
血
掬
や
歯
肉
炎
、
歯
周
炎
を

予
防
す
る
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み

ま
し
ょ
、
つ
。

①
毎
食
後
に
．
本
．
本
て
い
ね
い
に

歯
を
靡
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

碑
と
歯
茎
の
問
は
、
曲
堀
や
歯
石
が
つ

き
や
す
い
の
で
、
汚
れ
を
取
り
除
く
よ

う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
年
に
一
回
は
、
定
期
的
に
歯
科

検
診
や
菌
石
除
去
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
菌
堀
や
柵
石
を
除
去
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
歯
肉
炎
や
他
聞
炎
を

ナ
防
で
き
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事

を
し
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
引
き
起
こ

す
糖
屁
病
や
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
実
托
し
、
習
爪
づ

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
六
月
中
に
′

0
児
童
手
当
制
度
の
趣
旨

二
の
制
度
は
、
兄
弟
を
崖
膏
し
て

い
る
ガ
に
千
、
1
「
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
豪
庭
に
お
け
る
隼
清
の
公
定

に
笥
サ
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社

会
を
糾
う
…
ル
童
の
健
全
な
再
成
及
び

資
質
の
向
卜
に
賛
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
古
人

義
務
教
再
就
…
宜
肌
　
（
満
六
歳
に
通

し
た
‖
以
後
に
お
け
る
最
初
の
二
一
月

卜
一
日
以
前
の
児
童
）
　
の
児
童
を

含
む
卜
八
歳
未
満
の
肥
前
を
ー
一
人
u

L
養
育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
一

定
の
衛
未
満
の
域
へ
日
に
支
給
き
れ
ま

す。
な
お
、
n
分
の
お
す
さ
ん
で
な
く

て
も
そ
の
児
壷
を
監
適
し
、
二
足
の

隼
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
甥

人
目
が
あ
り
ま
す
。

0
現
況
届
（
す
べ
て
の
受
給
者
）

受
給
肴
は
、
毎
年
六
月
中
に
児
童

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
現
況
屈
を
堤
川
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
届
を
提
出
し
な
い
と
、
せ

給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
以
降
の
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
目
し
て
く
だ

さい。

○
児
童
手
当
の
馳
走
惰
求

受
給
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方
　
（

公
務
‥
l
l
を
除
く
）
　
で
、
ま
だ
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

町
役
場
厚
生
課
へ
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
町
に
平
成
．
一
年
．
月
り

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
ガ
は
、
必
要

な
J
t
H
頬
と
し
て
平
成
．
几
年
中
の
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
晋
を
前
住
所
地

か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は

厚
生
課
ま
で
。

平
成
二
年
度
町
営

住
宅
あ
き
家
入
居

申
込
者
募
集

平
成
一
．
年
度
町
営
住
宅
あ
き
家
柄
売

人
居
申
込
者
を
次
の
と
お
り
幕
生
し
ま

す。①
川
地
来
日
‥
厘
良
川
地
、
水
管
用
地
、

水
驚
第
二
団
地

②
椰
　
　
別
　
第
．
柵
、
第
二
柁

③
受
　
　
付
　
巧
平
収
．
．
聖
ハ
‖
八
日
他

圭
、
平
成
．
．
隼
六
日
卜
九
日
邦

人
た
だ
し
、
L
膵
日
、
甘
削
小
、

‖
欄
日
は
除
く
）

④
受
付
場
所
　
町
役
場
詐
再
認

（
庁
舎
二
階
）

※
募
集
の
し
お
り
及
び
申
込
書
類
は
管

理
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

電
話
六
－
　
　
　
二
内
線
三
一
二

平
成
∴
年
六
月
一
日

嘉
手
納
町
長
　
吉
浜
朝
永

／
／

伽
藍
苦
熱
如
．
熟
替
篭
避
那
↓
伽
か
廿
、
ワ
葦
8
鞘
諸
声
叫
卦

こ
こ
お
等
旨
仲
村
だ
ユ
ミ
ド
遥
諦

J
R
等
S
T
ノ
、
「
撫
吋
、
一
＝
号
「
汁
料
旨
さ
漂
台
展
示
姦

貫
き
日
計
・
－
汁
と
認
浄
シ
三
へ
屋
j
田
島
＋
牢
既
童
F
芸
…

空
き
　
■
岳
と
竺
こ
茎
雪
空
空
言
義
堂
竺
蓋
罵
声
撃

委
託
良
耳
言
草
⊇
雫
≡

E
≡
吾
藁

■
一
－
重
き
監
冒
毒
草
苧
ェ
茅

・
宗
主
妄
ぎ
ー
裟
日
東

蔓
草
…
＝
S
M
十
重
－
〕
繋
N
O
焉
十
重
霊
芝
芸
岩

垂
ミ
一
望
」
［
重
に
㌣
空
音
義
仲
轟
嘉

こ
】
古
癖
も
三
下
り
茅
ぐ
へ
～
∴
　
7
号
院
ト
巾
．
鼓
等
〓
〓
無
骨

与
宗
や
悪
童
中
豊
　
（
亘
塁
函
鼓
己
覇
）

持
清
r
量
n
h
か
ー
望
羞
“
伽
添
q
表
j
は
．
－
｛
癖

E
≡
芸
」
J
S
S
三
吉
壊

5
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中心市街地の整備は、土地の高度化を囲l）、商業、業務の床供給服を増大さ 

せ、また●高屑化によって建物の周岡に広場、緑地を設け、都市、環境の向上を 

図ることが必要となる。 �中心 市街地 �t l l 

l 　　　　　● 高　　　l 

低　　　　　　Ⅰ　　　　　低 ���● 

・人口密度　l　人口密度　　卜一 

海　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍用地 

広報かでな………一……・…∫…・・…仰∫……仰∫Jm…………平成2年6円111

（1）標語の部

泳LHL　・声糾すかい　■Mt的11り良小一－′柁6年1机

lkや川　へいさへいさか　■ll故を呼．；r顔f納Ilり朝川封11

あぶ小、ぞ　　人で一木ぐ　一lや川古里小学柁Llfl一／1

（aポスターの部
人甘苦氏名 �� ���偏　　サ 

伊穂苅 �耶 �銘一利附小甘佗6年1糾 ���中央書出帥 

山内 �寺 � �掩6勺 �′ト � 

‖押勝 �欠 �試行中て �校1 �′l二 � 

③
家
族
ぐ
る
み
で
歩
け
る
楽
し
い
街

④
歴
史
・
文
化
の
香
り
h
‥
回
い
街

⑤
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
街

1
街
を
歩
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
散
在
し
て
い
る
。
そ
ん
な
店

舗
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
時
代
の
流

れ
を
美
感
で
き
る
－

こ
れ
ら
の
機
能
を
も
っ
た
街
が
「
隼

活
の
か
た
ち
が
見
つ
け
ら
れ
る
街
」
　
で

ある。健
れ
た
機
能
性
と
モ
ダ
ン
な
雰
囲
ハ
机

を
兼
ね
備
え
、
都
市
か
ら
の
文
化
、
沖

縄
の
文
化
が
批
ハ
に
存
在
し
、
消
脅
者
が

想
い
楽
し
む
た
め
の
面
目
さ
、
明
る
さ
、

や
す
・
り
ぎ
が
あ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
、

新
し
い
生
活
の
カ
タ
チ
を
堤
案
し
、
「
モ

ノ
」
と
「
文
化
」
を
売
る
街
－
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ブ
タ
ウ
ン
を
め
ざ
す
。

八
・
は
消
智
者
が
「
街
を
選
ぶ
時
代
」

で
あ
る
。
そ
の
街
が
快
適
で
出
合
い
の

期
待
が
あ
り
、
し
か
も
い
ろ
い
ろ
な
帰

郷
が
魅
力
的
に
ま
じ
り
あ
っ
て
い
な
け

れ
ば
消
智
者
は
そ
の
街
に
愛
を
感
じ
て

く
れ
な
い
。

と
堤
．
．
貢
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
は
、
商
業
署

協
議
会
、
地
域
、
．
行
政
が
允
分
な
議
論

を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来

へ
の
希
望
と
期
待
を
い
だ
か
せ
る
商
店

街
の
近
代
化
－
－
・
そ
れ
が
、
話
手
納
町

の
将
来
像
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
∴
う
ま
で
も
な
い
。
町
の
将
来
像

ロ
ー
タ
リ
ー
内

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
今
後
の
嘉
手

納
町
か
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
町
民
．
人

．
人
が
今
…
度
考
え
な
i
て
は
な
ら
な

い
時
期
に
水
て
い
る
と
・
‥
え
よ
う
。

冤

砕

水
難
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー

と
棟
持
入
選
作
品
決
ま
る

嘉
手
納
腎
察
署
　
へ
上
里
清
福
署
長
）

管
内
の
小
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
水

難
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
番
査

全
が
九
月
九
日
牛
後
、
同
署
一
■
階
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
百
六
卜

正
古
仙
、
標
語
の
部
に
五
百
九
卜
九
点
の

応
募
が
あ
り
、
両
部
門
と
も
上
位
二
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

六
月
か
ら
八
月
は
水
の
事
故
が
多
発

大
人
が
範
を
示
し
て
犠
牲
者
を
減
ら
そ
う

水
の
事
故
は
、
毎
年
六
日
か
ら
八
月

に
、
海
や
川
で
集
中
し
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
昨
年
、
こ
の
一
二
か
月
に
起
き
た

水
の
事
故
は
千
三
百
二
十
ヒ
件
で
、
年

間
総
数
　
（
∴
千
五
百
九
十
四
作
）
　
の
半

分
以
上
を
パ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

の
犠
牲
者
も
多
く
、
ヒ
打
三
十
九
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

一
向
に
減
ら
な
い

水
の
事
故

昨
年
の
夏
、
海
や
川
へ
出
か
け
た
人

は
、
例
牛
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
す
か
、

水
の
事
故
は
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
う
し
た
水
の
蛸
牲
者
を
な
く
し

て
い
く
た
め
、
ま
ず
、
な
に
を
し
て
い

て
事
故
に
遭
っ
た
の
か
を
み
て
み
ま
し

ょ
・
つ
0

も
っ
と
も
多
い

水
泳
中
の
犠
牲
者

水
の
鳩
佳
苗
が
、
も
っ
と
も
多
い
の

は
、
や
は
り
「
水
泳
中
」
で
二
打
∴
十

六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、
「
魚

と
り
・
釣
り
」
「
水
遊
び
」
　
の
岨
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
全
体
を
適
し
た

も
の
で
す
が
、
中
学
生
以
下
の
十
供
の

場
合
に
は
、
少
し
違
っ
た
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
も
っ
と
も
多
い
の
か
　
「
水
遊

び
」
　
で
す
。
つ
い
で
　
「
水
泳
申
し
「
魚
と

り
・
釣
り
」
　
の
俄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

疲
れ
た
休
で

泳
ガ
な
い

水
泳
中
の
解
放
が
多
い
原
関
と
し
て

は
、
「
無
謀
遊
泳
」
　
が
挙
け
ら
れ
ま
す
1

こ
れ
は
、
朝
早
く
か
ら
車
を
運
転
し
て
、

峻
れ
て
い
る
体
で
そ
の
ま
ま
泳
い
だ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
ま
ま
泳
ぎ
に
で

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
水
の
捕
牲
と
な
る
場
合
と
し

て
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
川
岸
や
海

辺
な
ど
か
ら
の
　
「
転
落
」
　
で
す
。
川
や

海
で
釣
り
な
ど
を
し
て
い
る
と
き
、
足

元
が
…
刷
れ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
う
し
な

っ
た
り
し
て
、
水
の
巾
へ
落
ち
て
し
ま

う
の
で
す
。

水
の
怖
さ
を

再
確
認
し
よ
う

で
は
、
こ
う
し
た
水
の
構
雅
語
を
な

く
す
た
め
、
わ
た
し
た
ち
大
人
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
、
自
ら
が
　
「
無
謀
遊
泳
」

な
ど
を
し
な
い
こ
と
で
、
ナ
r
供
た
ち
に

範
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

水
雉
の
発
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
庭
や

地
域
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
・
つ
。家

庭
∴
∵
校
な
ど
で
、
水
の
怖
さ

に
つ
い
て
話
し
人
目
い
、
「
供
た
け
で

の
水
遊
び
な
ど
、
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
再
確
通
し
ま
し
ょ
う
。

一
身
近
な
水
辺
を
古
…
検
し
、
危
険
な

域
所
を
見
つ
け
た
ら
、
符
幣
な
ど
に

連
結
す
る
な
ど
安
全
に
必
要
な
措
置

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

嘉
手
納
町
史
資
料
編
2

民
俗
資
料
発
刊
さ
れ
各

町
比
の
皆
様
、
お
ま
た
せ
い
た
し
ま

した。当
町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
発
刊

し
た
嘉
手
納
町
史
溌
料
緑
1
新
聞
資
料

に
続
い
て
、
話
手
納
町
史
資
料
編
2
民

俗
資
料
を
川
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
嘉
手
納
町
に

お
け
る
過
去
の
文
化
、
自
然
、
及
び
人

間
関
係
等
の
社
会
の
様
子
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
史
購
入
御
希
望
の
方
は
、
町
役
場

企
画
渉
外
課
に
て
定
価
．
二
〇
〇
0
日
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
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将来意向 
（今後の経営方針） 

将来の事業の経営方針は「店舗の改装」（29．40㌔0）、「品揃えを絞る」（10．1 

％）「品揃えを豊富にする」（25．2％）など机極的な姿勢が見られる‾軒業所もかな 

り見られるものの、反面「現状のまま」（37．8％）「廃業」（13．20。）、「転業」 

（3．8％）、「移転」（4．6％）もかなりある。地区別では「国道通り」、「ロータり 

一内」、「水釜通り」に琉極的な経常方針の事業所が多い。 

地域別経営方針 00 

80 70 � ��巧ヨ事店払化 【ヨチェーン加 盟 Eヨ店川の改装 EIロ品用人を忙 � 

60 � 

50 � ��　る ⊂コ晶檎えを霊 　暮 

4D 30 ZO lU 0 �．≡蔽東証嘉■＝二二二甜＝諌蔽■ ��四現状の1王 【＝コ■少 国債t tl■k■ ⊂コI事l云 田寺の他 ∈！l不明 

仰 

＿淵肛Ⅷ胴「朋∬Ⅷ貼－1　　　愉■－’■■’i’【‾■馴冊l．l � 

通　　　局　　　館　　　通　　　周　　　み　　ク　　　リ　　　通 

り　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　l 
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国民年金だより

沖縄特別措置（届けで措けで年金額が増え、保険料引抑朗はさらに年金額が舶まも）
※「あなたは手続はもうお済みですか？」手続期間（昭和62年1月1日～平成4年3月31日）

沖縄の同氏年金は、本土より9年遅れてスタートしたため、沖縄に住んでいた人が、老齢基礎年金を受けるう
えで、不利益が生じたり、無年金者にならか、ようにしたのが沖縄特別捕置です。

【対　　象　　者】

大正15年4月2日から昭和25年4月1日までに生まれた人

昭和36年4月から昭和45年3月の間に沖鴇に住んでいた人

この2つの条件に該、当し、現在、呼′I三年食、共済組合や国民

年令に加入している人を含めたすべての人が対組となります。

【対　象　期　間】

昭和36年4月1日から昭和45年3月31日（20才未満の期間

は除かれます）までの問に沖縄に住所を有していた期間が対

象となります。ただし、他の年金の加入期間や、御帰特別措

置問で免除とみなされた期間は除かれます。また、老齢年余

や退職年金を受給している人も除かれます。

【手　　続　　き】
r沖縄特別措罷対象者該当申出一飢　により市町村役場（所）の

l一畑民年金係へ手続さします。

つ添　付　方　頸

（訪相貌期Ilりの止叩苦（住民票またはJi拓の相葉等）

②対組期川内に公的年令の加入期間があるときは、「年令加入期
間碓止通知吾」等の方無

㊥中食fl鎚
0印鑑も侍春してFさい。

【保　　険　　料】

月t12，400円

【納　付　期　間】

保険料の納付できる期限は、平成4年3月までです。

（その間に65才に透する人は、その前日までが追納できる期限です。）

【これまで年金を受給できなかった人が
受給できるようになります。】

【年　　金　　額】

○下の表のように抑ナ川るだけでも「免除期間分」の年金輔

か増えます。

○保険料を納めるとさらに「追納期間分」の年金轍が増え、

納めた楯の11－18倍になって戻ってきます。

例：大正15年4月2日生れの人で沖縄特別措置対象 

期間が9年ある場合。 

◎届出だけの場合 

年金額の増加分…・…‥79．900llJ 

◎保険料を納めた場合 

年金職の増加分……・239，800円 

◎一生で余分に一受ける年金額 

239，800円×20年＝479万円 

（20年は、65才から85才までの年金を′受けた棚倉です） 

◎納める保険料総額 

2．400×12月×9年＝259．200円 

国立福岡視力障害センター入所者募集について
（募集期間9月末日）

病気や事故等で視覚に時評を受けますと家庭隼活や社会生

活に、様々な制約を受け、自立僅か角かされて壕きる自信を

失いがちになります。しかし、この障憲による困難もリハビ

リテーション訓練により、軽減・克服することが可能となり

ます。

国立福岡視力センターでは中途視覚障害者を対象とした訓

練施設で、職業訓練のほか勺三活訓練課程もあります。

某詳しくは厚生課6－1111（内線321）まで連絡下さい。

－10－

1　対　象　者

（共通侭項）

①身体膵智者手帳の交付を受けている滴15歳以上のガ

②沖縄肋こ居住する方

③視覚障害以外に苦しい身体の障害、精神障害、感染性疾患のない方

（1部5年課程）

①学校教育法に定める中学校を牛糞したもの

②同等以上の学力があると認められるもの

（2部3年課程）

①学校教育法に定める高等学校を早発したもの

②同等以上の学力かあると認められるもの

（1部5年課程3年編入）
・あん摩マッサージ指圧の課程を修了したもの

ベ
て
減
少
率
二
卜
L
・
四
％
）
。

こ
の
こ
と
は
、
本
町
商
業
の
立
地
に

つ
い
て
魅
力
を
感
ず
る
人
が
い
る
と
想

わ
れ
る
反
面
、
経
営
基
盤
が
確
立
し
て

い
な
い
弔
業
所
も
多
く
、
商
業
清
動
が

活
性
化
し
に
く
い
安
閑
で
も
あ
る
。

本
町
商
業
規
模
は
小
さ
い
　
（
従
業
者

規
模
二
人
以
下
が
全
体
の
L
l
．
二
一
％

に
も
な
る
）
。
ま
た
、
経
営
者
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
将
来
の
展
望
も
暗
い
と

考
え
て
い
る
事
業
所
も
多
い
。
こ
の
こ

と
が
他
市
町
村
に
商
業
発
展
の
如
き
が

あ
る
の
に
対
し
、
本
町
商
業
が
沈
滞
化

し
て
い
る
原
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
本
町
商
業

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

商
業
の
売
卜
高
は
低
い
。
売
上
の
減

少
は
客
数
の
減
少
が
‖
購
入
の
要
因
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
商
圏
内
の
構
n
力
を
吸

引
す
る
た
め
の
魅
力
あ
る
核
の
形
成
、

駅
車
甥
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

事
業
所
の
L
地
所
有
状
況
は
、
自
己

所
有
が
少
な
く
、
借
地
、
借
家
が
多
い
。

経
営
者
の
年
齢
は
高
い
。
し
か
も
、

自
分
の
代
限
り
で
事
業
を
や
め
る
と
い

う
経
営
名
も
多
い
。

㊥
市
街
地
整
備
の
方
針
は
、

本
町
の
商
業
は
、
以
前
は
周
辺
地
城

の
小
心
で
あ
っ
た
が
、
今
は
北
日
の
面
影

を
有
し
て
い
な
い
。

商
業
の
活
性
化
は
、
単
に
産
業
振
興

の
面
か
ら
の
み
考
え
る
べ
き
で
な
く
、

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
も

な
り
、
新
し
い
催
業
別
造
へ
の
吋
能
性

を
醸
成
す
る
拠
点
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
町
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
を
含
め

た
中
心
地
と
し
て
都
市
的
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
も
の
に
再
創
造
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
本
町
の
都
市
環
境
蛎

偏
の
手
掛
り
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る。①
町
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
形
呟

町
民
の
求
心
作
を
高
め
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
創
造
す
る
た
め
に
ロ
ー
タ

リ
ー
周
辺
の
高
層
化
を
阿
る
。

②
商
業
地
の
再
整
備

椰
市
機
能
を
よ
り
魅
力
的
に
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
拠
点
間
発
と
し

て
再
開
発
弔
業
を
行
い
、
同
時
に
線

的
な
商
店
街
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

商
業
機
能
の
強
化
と
郡
市
景
観
の
整

備
を
行
う
。

③
産
業
接
の
形
成

雨
間
発
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

る
娃
物
の
中
に
業
務
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
車
業
所
の
誘
致
を
由
り
、
本
町
の

新
し
い
産
業
振
興
の
核
を
つ
く
る
手

掛
り
と
す
る
。

④
交
通
体
系
の
確
立

中
心
市
街
を
支
え
る
道
路
網
体
系

の
整
備
を
行
い
中
心
商
混
在
地
区
の

巾
に
駐
中
場
の
確
保
・
歩
行
者
空
廟

の
整
備
を
行
う
。

㊥
本
町
商
業
の
貼
本
コ
ン
セ
フ
ト
は
、

①
イ
ノ
ー
ジ
テ
ー
マ
を
持
つ
街
に

②
感
性
を
利
敵
す
る
街
の
装
置
を
持
つ

ー
豊
か
な
緑
や
水
の
流
れ
は
自
然
を

感
じ
さ
せ
、
人
の
心
を
落
ち
着
か

せ
、
通
り
を
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
や

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
輝
き
は
人
の
活

動
力
を
高
揚
さ
せ
る
1

む
つ
み
通
り
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嘉
手
納
町
商
店
街
の

近
代
化
を
め
ざ
し
て

嘉
手
納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
具
合
が
答
申

〉
」
　
　
　
　
平
成
元
年
十
一
月
に
発
足
し
た
義
手

納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
委
員
会
　
（
委

員
長
・
富
里
書
信
商
工
全
長
）
　
は
、
こ

の
程
嘉
手
納
町
商
店
街
再
開
発
計
画
事

業
報
告
譜
を
作
成
、
五
月
九
日
午
後
、

吉
浜
朝
永
町
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

番
手
納
町
の
商
某
は
、
近
年
の
商
某

集
積
か
ら
す
る
と
、
規
模
、
質
と
も
に

せ
い
弱
で
商
業
環
境
の
基
盤
整
備
の
遅

れ
は
い
な
め
な
い
。
特
に
沖
縄
市
に
お

け
る
商
店
街
近
代
化
に
よ
る
本
町
か
ら

の
琳
客
の
流
出
、
あ
る
い
は
北
谷
町
に

お
け
る
大
型
店
の
進
出
等
、
本
町
の
商

業
環
場
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ

る。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
裏
手
納
町

商
店
街
再
開
発
審
議
会
が
発
足
し
、
そ

の
事
業
と
し
て
本
調
査
事
塞
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

本
町
商
店
街
の
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

そ
の
上
に
立
っ
て
商
肪
街
の
近
代
化
の

方
向
、
展
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
新

嘉
手
納
町
総
合
計
画
の
中
で
、
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
　
ー
　
プ
ラ
ザ
タ
ウ
ン
の
形

成
1
が
目
標
設
定
さ
れ
て
い
る
。
詔

手
納
町
商
店
街
再
開
発
審
議
会
の
答
申

を
受
け
て
今
後
は
、
協
議
会
　
（
仮
称
）
、

地
域
、
行
政
が
議
論
を
つ
く
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
の
足
掛
り

に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

今
月
号
で
は
、
本
調
査
事
業
報
告
書

の
内
容
を
紹
介
す
る
な
か
か
ら
、
商
店

街
の
近
代
化
ひ
い
て
は
話
手
納
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

報
告
書
に
よ
る
と
、

⑳
現
状
と
課
題
は
、

広
大
な
基
地
と
狭
小
な
町
域
　
（
町
域

の
八
十
五
％
が
基
地
、
人
口
密
度
七
〇

〇
〇
／
k
d
）
に
あ
っ
て
本
町
の
現
状
は
、

若
年
層
の
町
外
流
出
、
高
齢
化
、
人
目

の
微
減
な
ど
町
全
体
の
活
力
衰
退
の
要

図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
も
、
現
代
社
会
に
お
い
て
多
様

化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
活
力
あ
る
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
、
基
地
の
跡
利
用

（
計
画
）
を
含
め
既
成
市
街
地
の
再
開
発

等
、
長
期
的
視
野
と
展
望
に
立
っ
た
政

策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

⑳
経
営
実
態
調
査
の
結
果
は
、

本
町
商
業
は
比
較
的
近
年
開
業
し
た

事
業
所
が
多
い
。
（
町
全
体
の
小
売
業

は
昭
和
六
十
三
年
で
二
百
八
十
三
で
あ

り
、
昭
和
五
十
四
年
の
二
百
九
十
に
比
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ウオークラリーのスタート地点で出発を待つ参加者たち。さわやかな笑顔が印象的。

5月1日現在の人口
●嘉手納町商店街の近代化をめざして

●いつまでもあふれる縁と野の鳥を

●歯みがさ相談がかわります

●お知らせ

●水難事故防止ポスター・標語入選作品決まる

●国民年金だより

●第7回全国一斉ウオークラリー

世帯　数 �一男　　r・ �女　　f �計 

東　　区 �733 �1．350 �1，293 �2．643 

上　　区 �423 �734 �769 �1，503 

中　　区 �389 �661 �648 �1，309 

北　　区 �638 �981 �1，085 �2．066 

南　　区 �556 �803 �863 �1，666 

西　　区 �589 �966 �1，031 �1，997 

西沢区 �755 �1，499 �1．瀾l �2，980 

′ト　　計 �4．083 �6，994 �7．170 �14．164 

標語：みんなで広げよう　ボランティアの錆

保健集団検診日程表

日 �曜日 �内　　　容 �時　間 �場　所 �該当者 

●： �月 �安　産　学　級（3） �午後1：30 －4：00 �福　祉 センター �妊産婦 

●　－ �火 �中区集団検診 �午前9：30 �中区自治会 �中区区民 
結　果　説　明 �－　3：30 �事務所 

％ �木 �裸　体　故　事 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

● �月 �安　佐　■半　紙（4） �午後1：30 －4：00 �福　祉 センター �妊慮如 

‰ �木 �操　体　放　電 �′「前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　比 

●　－ �金 �1歳6ヵ月児健診 �午後l：00 �福　　祉 �喝眠昨 
～l：45 �センター � 

％ �木 �母‾r・推進il定例会 �午後2：00 －4：00 �町役場 �母　子・ 保健推進fi 

操　体　教　室 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �令 �上区、中匡 �午後1：00 �中匡自治会 �上区区民 如人ガン検診 �－　3：00 �‾テIi務戸斤 �中区区民 

％ �木 �操　体　教　宅 �午前10：00 －11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �食 �リ　ハ　ビリ　教室 �‘ト後1：30 －3：30 �福　祉 センター �町　　比 

「You・遊・比謝川」日時決定′

嘉手納の夏の凰物詩「You・遊・比謝川」

とき／7月14日・15日　　会場／屋良城跡公園
今回はいままでの思いっきり水遊びをさらに充実させるとともに、

比乱川の再生に向けシンポジウムを開催します。加えて東京より

井浦探泉さんを招いて、江戸友禅流しを行います。

江戸友禅は、江戸時代中期に別宅されたもので、和服地の娃物と

して発達した日本の誇る伝統工芸の一つです。井浦さんは、これま

で隅m川での江戸友禅流しを復活させるとともに、パリのセーヌ川

での友禅流しでも脚光を浴びた方です。今回比謝川で江戸友禅流し

が実施されることは、実に画期的なことです。

回を重ねるごとに内容が充実、楽しさいっぱいの手づくりイベン

ト「You・遊・比謝川」．′　いよいよあと一・月とせまってきました。

はくいわたしも、あなたも、「You・逝・比乱川」で思いっきり水遊

びを満唆しませんか．グ　協代金を募ってます。
「You・遊・此謝川」

行事日程
7月10日炊）～15日（日）

7月日日仕）

14時～12時15分

14時30分～17時30分

17時30分～18時

18時～20時

14時15分～18時

14時15分～18時

14時15分～18時

14時15分′－18時

実行委il仝　℡6－0998まで。

比謝川展示会　右手的町中央公民館2断

江戸友禅展示会　　　　　〝

テープカット

シンポジウム

江戸友押流し

比蔀川の夕べ

比謝川写隼人会

子供広場・ロープウェイ・急流下り

ふれあい動物広域・ペンギン村

手作りおもちゃ・その他

遊覧船

テナント

7月15日（日）

10時～12時　　　　　比謝川ウオークラリー

12時～13時　　　　　比謝Jllぜっきょう入会

13時～14時　　　　　対f；！綱引き

14時～15時　　　　　比．削りショーー

15時～18時　　　　　イカダ賊や

日時～12時　　　　　無公‘．1汀ケン作リ

10時～18時　　　　／牒≒広場・ロープウェイ・急流下り

ふれあい動物広場・へンギン村

F作りおもちゃ・その他

10時～18時　　　　　遊覧船

10時～18時　　　　　テナント

主　催

「You・遊・比謝川」実行委il仝

冥行黍的会構成用作、

嘉手納町商1会青年部、お手納町連合骨年会、嘉手納町農協青年部

お手納pr職il労削組合、比慮りIlの仝（仮称）

後　攫

中部広域l仰町村闇事務組合、嘉手納町役場、嘉手納町散布委上i金

線手納町議念、話手納町l軋1二台、嘉手納町農業協l醜組合
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づ
6
7
8
9
1
0
日

2 ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
＃
友
名
朗
誓
氏
の
杏
典
返
し
と
し
て

喜
友
名
誉
行
氏
よ
り
町
社
協
へ
二
十

〃
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
十

万日。

0
草
地
鳳
第
・
静
子
夫
妻

（
水
釜
二
一
二
－
こ

古
希
の
祝
金
を
町
人
材
再
成
合
へ
四

十
万
円
、
町
祉
協
へ
四
卜
万
円
、
身

体
膵
宰
者
協
会
へ
二
十
方
円
。

？
伊
波
康
之
氏
の
杏
典
返
し
と
し
て

伊
波
ふ
み
　
（
嘉
手
納
－
四
三
－
こ

さ
ん
よ
り
町
人
柑
育
成
会
へ
十
万
円


